
※本道は、積雪寒冷により暖房の灯油消費量が多いことや広域分散型で自動車
への依存度が高いことから、全国と比べ家庭部門と運輸部門の割合が高い

※道民一人当たりの排出量は全国の1.2倍(2022年度)

＜ 2022年度の二酸化炭素排出量の構成比(全国比) ＞＜ 温室効果ガス実質排出量と削減の目標 ＞

資料１-４

① 計画の推進状況

「ゼロカーボン北海道推進計画」の現状と課題 （改定）

「ゼロカーボン北海道推進計画」の見直しについて （参考）

目 標（中期） 2030年度 48％ 削減

20２２年度 34.7％削減

⇒ 目標に向け着実に減少

1

＜目標の達成状況＞（2022年度） ※温室効果ガス実質排出量 2013年度比

（推進の目安） 2025年度 36％ 削減

（前年度比 1.4％減）



② 見直しの進め方

2030年度 2035年度 2040年度

道の

削減目標 48％減（設定）（設定）
2035,2040年度の

目標値を設定

基準年
削減目標

備考

国の

削減目標
2013年度

46％減 60％減 73％減
2050年セットゼロに

向け直線的な経路

改定予定の｢省エネ･新エネ促進行動計画｣、｢森林
吸収源対策推進計画｣の目標設定との整合を図る

令和７年 令和８年

2

＜御意見をいただきたい事項＞

道としては､国の改定計画や考え方を踏まえ､計画の改定を検討。

① 2035､2040年度の削減目標の設定に

ついて（計画期間は2040年度まで延長）

② 目標の達成に向けた対策・施策等の計画

への位置づけについて

＜スケジュール（予定）＞

R７年度中を目処に改定
北海道環境審議会での審議、パブコメ、道議会での議論など

2030年度 2035年度 2040年度

道の

削減目標 48％減（設定）（設定）
2035,2040年度の

目標値を設定

基準年
削減目標

備考

国の

削減目標
2013年度

46％減 60％減 73％減
2050年セットゼロに

向け直線的な経路


